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放射性物質の測定を開始しました!  

福島第一原発事故を受け、高まる需要にお応えし、放射性物質の測定を開始しました。

サーベイメータによる工業製品の表面汚染や、水・食品などの放射能測定、さらに8月末

からはゲルマニウム半導体検出器を用いた核種ごとの精密測定も開始しています。 

 

平成 23 年 8 月 2 日に開催された薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会の器具容器包装部会にお

いて、食品添加物の規格基準（昭和 34 年厚生省告示第 370 号）中の、ポリスチレンを主成分とする合

成樹脂及びゴム製の器具容器包装の試験方法改正について改正案が提示されました。 

 その概要は、以下の通りです。 

 

① ポリスチレンを主成分とする合成樹脂の器具又は容器包装 

・揮発性物質の材質試験 

現行法：試料をテトラヒドロフランに溶解後、ガスクロマトグラフィーで測定 

↓ 

改正案：テトラヒドロフラン不溶解時は、ジクロロベンゼンを溶媒としたヘッドスペース法を適用 

 

② ゴム製の器具又は容器包装 

（1） カドミウム及び鉛の材質試験 

 現行法：灰化法で分解 

  ↓ 

 改正案：シリコーンゴム等、回収率が低下しやすい試料はアルカリ熔融法も適用可 

 

（2） ２-メルカプトイミダゾリン 

 現行法：ソックスレー抽出＆薄層クロマトグラフィー 

  ↓ 

 改正案：浸漬法（一晩）＆高速液体クロマトグラフィー 

 

 当社は、器具容器包装及びおもちゃに関する食品添加物の規格基準に準じた検査に対応しており

ます。ご不明な点がありましたらお気軽にお問い合わせください。 
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